
「ハラスメント」とは、『嫌がらせ､いじめ』をいいます。その種類は様々なものがあります。

ハラスメント？？と迷うことがあった場合は、

When
いつ

Where
どこで

Who
誰が

What
何を

Why
何のために

How
どのように

しない！させない！見過ごさない！ 髙
村
社
長
に
聴
く

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 　

 

の
会
社
へ
』
向
け
て

ゼ
ロ

　2
0
2
0
年
4

月
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー

ム
が
新
設
さ
れ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
底
上

げ
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
2
0
2
0

年
6
月
大
企
業
を

対
象
に
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
パ
ワ
ハ
ラ
）
防

止
法
（
改
正
労
働

施
策
総
合
推
進

法
）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
防
止
法
に
よ
り
職
場
に

お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
）
の
防
止
対
策
が
強

化
さ
れ
ま
す
。
当
社
の
法
的
義
務
は

2
0
2
2
年
4
月
か
ら
で
す
が
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
発
生
に
よ
り
被
害
者
を
含
め

会
社
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
為
、

先
ん
じ
て
取
組
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

髙
村
社
長
と
Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー
ム
鈴
木
Ld
が

対
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

鈴
木

：

数
十
年
前
ま
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
言
葉
・
行
動
が
会
社
内
で

も
飛
び
交
っ
て
い
た
と
の
事
で
す
が
、
現

在
の
環
境
変
化
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

社
長

：

1
0
0
年
以
上
続
く
歴
史
の
中

で
は
教
育
・
指
導
の
名
の
も
と
に
、
激

し
く
叱
責
・
罵
詈
雑
言
を
投
げ
か
け
る

等
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
数

十
年
前
は
許
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
時
代
の
変
化
か
ら
見
て
同
じ
こ
と

を
し
て
い
る
と
、
次
の
1
0
0
年
は
続

き
ま
せ
ん
。
変
化
に
合
わ
せ
た
運
営
は

必
須
で
あ
り
、
今
回
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
組
む
べ
き
と
思
い

法
的
義
務
を
前
に
取
組
対
応
を
強
化
し

ま
す
。

鈴
木

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ
発
生
し

て
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

社
長

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
つ
も
り

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
価
値
観
の
相

違
や
認
識
の
す
れ
違
い
等
で
、
相
手
が

非
常
に
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
と
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
運
動

会
・
忘
年
会
と
い
っ
た
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
年
々
規
模
は
縮
小
し
廃
止
に
な
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
当
社
は
「
人
」
で

成
り
立
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
と
り
、
自
身
が

嫌
と
思
う
事
は
、
絶
対
に
他
人
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
が
実

際
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ
た
り
、
気

づ
い
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
上
司
に
報

告
し
て
下
さ
い
。
上
司
に
話
し
に
く
い

場
合
は
周
り
の
仲
間
に
、
そ
れ
で
も

難
し
い
場
合
は
、Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー
ム
『
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
窓
口
』
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
、
相
談

者
は
も
ち
ろ
ん
事
実
関
係
の
確
認
に
協

力
頂
い
た
方
に
対
し
て
も
、
不
利
益
な

取
り
扱
い
は
行
い
ま
せ
ん
。

鈴
木

：

最
後
に
丸
太
Gr
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

“

ゼ
ロ”

』
に
向
け
て
一
言
お
願
い
致
し

ま
す
。

社
長

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
相
手

の
気
持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
は
、
非
常

に
難
解
な
事
で
あ
り
、
本
音
と
し
て
は
、

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
有
る
様
に
「
く

そ
く
ら
え
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
発
生
す
る
と
関
係

者
の
方
々
に
多
く
の
時
間
を
使
わ
せ
、

職
場
環
境
も
悪
化
す
る
の
で
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
を
断
じ
て
許
し
ま
せ
ん
。

安
心
で
快
適
な
職
場
を
目
指
し
『
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト“

ゼ
ロ”

の
企
業
風
土
づ
く
り
』

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う

ハラスメント

パワーハラスメント 職務上の地位や人間関係などの優位性を背景に業務の適正な範囲を超えて、
精神的・身体的な苦痛を与える行為

セクシャルハラスメント 本人が意図するしないに関わらず、性的な発言により、相手が不快に思う発言・行動

アルコールハラスメント 飲酒の強要、飲めない人への配慮を欠く、酔った上での迷惑な発言・行動

モラルハラスメント 言葉・態度・身ぶりによって、人格・尊厳を傷つけ職場の雰囲気を悪くさせる行為

パワーハラスメントの該当例

叩く、なげつける、
蹴り飛ばす

人格を否定する言動

■ 重大な不安全行動を行った者に対して、一定程度強く注意する
■ 遅刻など再三注意しても改善されないので、一定程度強く注意する

どんなことをされたのかを記録しましょう（5Ｗ1Ｈ）

仕事を与えない 個人情報をいいふらす

身体的攻撃 精神的攻撃 過小な要求 個の侵害

詳しくは

明るい職場応援団

で検索

1

周囲に相談する
ハラスメントは我慢しても解決しません。 同僚や上司に相談してみましょう

2

丸太運輸『ホットライン窓口』に相談する
相談しにくいのではと思われますが、匿名での通報も受け付けています。
▶▶▶ 次ページに詳しく記載

3

ハラスメント行為を
行ったら
どうなるのか

  就業規則に基づき、
懲戒などの処分が
実施されます。

パワハラに該当しないとされる例

丸
太
Gr

！！

ー 2ー ー１ー



「ハラスメント」とは、『嫌がらせ､いじめ』をいいます。その種類は様々なものがあります。

ハラスメント？？と迷うことがあった場合は、

When
いつ

Where
どこで

Who
誰が

What
何を

Why
何のために

How
どのように

しない！させない！見過ごさない！ 髙
村
社
長
に
聴
く

『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト 　

 

の
会
社
へ
』
向
け
て

ゼ
ロ

　2
0
2
0
年
4

月
に
Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー

ム
が
新
設
さ
れ
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
底
上

げ
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
2
0
2
0

年
6
月
大
企
業
を

対
象
に
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
パ
ワ
ハ
ラ
）
防

止
法
（
改
正
労
働

施
策
総
合
推
進

法
）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
防
止
法
に
よ
り
職
場
に

お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ

ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
等
）
の
防
止
対
策
が
強

化
さ
れ
ま
す
。
当
社
の
法
的
義
務
は

2
0
2
2
年
4
月
か
ら
で
す
が
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
発
生
に
よ
り
被
害
者
を
含
め

会
社
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
為
、

先
ん
じ
て
取
組
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

髙
村
社
長
と
Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー
ム
鈴
木
Ld
が

対
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

鈴
木

：

数
十
年
前
ま
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
思
わ
れ
る
言
葉
・
行
動
が
会
社
内
で

も
飛
び
交
っ
て
い
た
と
の
事
で
す
が
、
現

在
の
環
境
変
化
を
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？

社
長

：

1
0
0
年
以
上
続
く
歴
史
の
中

で
は
教
育
・
指
導
の
名
の
も
と
に
、
激

し
く
叱
責
・
罵
詈
雑
言
を
投
げ
か
け
る

等
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
数

十
年
前
は
許
さ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
時
代
の
変
化
か
ら
見
て
同
じ
こ
と

を
し
て
い
る
と
、
次
の
1
0
0
年
は
続

き
ま
せ
ん
。
変
化
に
合
わ
せ
た
運
営
は

必
須
で
あ
り
、
今
回
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
組
む
べ
き
と
思
い

法
的
義
務
を
前
に
取
組
対
応
を
強
化
し

ま
す
。

鈴
木

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ
発
生
し

て
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

社
長

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
つ
も
り

が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
価
値
観
の
相

違
や
認
識
の
す
れ
違
い
等
で
、
相
手
が

非
常
に
嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
と
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
認
識
さ
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
運
動

会
・
忘
年
会
と
い
っ
た
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
年
々
規
模
は
縮
小
し
廃
止
に
な
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
当
社
は
「
人
」
で

成
り
立
っ
て
い
る
会
社
で
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
と
り
、
自
身
が

嫌
と
思
う
事
は
、
絶
対
に
他
人
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
皆
さ
ん
が
実

際
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
っ
た
り
、
気

づ
い
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
上
司
に
報

告
し
て
下
さ
い
。
上
司
に
話
し
に
く
い

場
合
は
周
り
の
仲
間
に
、
そ
れ
で
も

難
し
い
場
合
は
、Ｃ
Ｒ
Ｍ
チ
ー
ム
『
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
窓
口
』
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
厳
守
し
、
相
談

者
は
も
ち
ろ
ん
事
実
関
係
の
確
認
に
協

力
頂
い
た
方
に
対
し
て
も
、
不
利
益
な

取
り
扱
い
は
行
い
ま
せ
ん
。

鈴
木

：

最
後
に
丸
太
Gr
『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

“

ゼ
ロ”

』
に
向
け
て
一
言
お
願
い
致
し

ま
す
。

社
長

：

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
相
手

の
気
持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
は
、
非
常

に
難
解
な
事
で
あ
り
、
本
音
と
し
て
は
、

映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
に
有
る
様
に
「
く

そ
く
ら
え
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
発
生
す
る
と
関
係

者
の
方
々
に
多
く
の
時
間
を
使
わ
せ
、

職
場
環
境
も
悪
化
す
る
の
で
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
を
断
じ
て
許
し
ま
せ
ん
。

安
心
で
快
適
な
職
場
を
目
指
し
『
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト“

ゼ
ロ”

の
企
業
風
土
づ
く
り
』

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う

ハラスメント

パワーハラスメント 職務上の地位や人間関係などの優位性を背景に業務の適正な範囲を超えて、
精神的・身体的な苦痛を与える行為

セクシャルハラスメント 本人が意図するしないに関わらず、性的な発言により、相手が不快に思う発言・行動

アルコールハラスメント 飲酒の強要、飲めない人への配慮を欠く、酔った上での迷惑な発言・行動

モラルハラスメント 言葉・態度・身ぶりによって、人格・尊厳を傷つけ職場の雰囲気を悪くさせる行為

パワーハラスメントの該当例

叩く、なげつける、
蹴り飛ばす

人格を否定する言動

■ 重大な不安全行動を行った者に対して、一定程度強く注意する
■ 遅刻など再三注意しても改善されないので、一定程度強く注意する

どんなことをされたのかを記録しましょう（5Ｗ1Ｈ）

仕事を与えない 個人情報をいいふらす

身体的攻撃 精神的攻撃 過小な要求 個の侵害

詳しくは

明るい職場応援団

で検索

1

周囲に相談する
ハラスメントは我慢しても解決しません。 同僚や上司に相談してみましょう

2

丸太運輸『ホットライン窓口』に相談する
相談しにくいのではと思われますが、匿名での通報も受け付けています。
▶▶▶ 次ページに詳しく記載

3

ハラスメント行為を
行ったら

どうなるのか

  就業規則に基づき、
懲戒などの処分が
実施されます。

パワハラに該当しないとされる例

丸
太
Gr

！！
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相談・通報者が不利益になることはありません。
個人情報を開示することはありません。
話す勇気が会社を救うことに繋がります

ハラスメントや不正行為等の早期発見と是正を図り、コンプライアンス経営の強化を目的としています。
　ホットライン窓口に通報があった際は、下記フローで対応します。

※通報者の連絡先が分かっている場合は通知を行います

相談・通報

※ 進歩状況報告

調査を開始する旨通知 受　付

調査計画の策定・実施

調査終了
コンプライアンス違反

有無の確定

コンプライアンス違反
について報告

是正措置
再発防止策の実施

社内への開示
経営陣への報告

関係者面談・証拠収集

問題あれば是正 フォローアップ

※ 調査結果の通知

※ 是正措置等実施の通知

相談・通報者 相談窓口 コンプライアンス
委員会

電  話

 

災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

災
害
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

第 428号

担当

安全管理チーム　相原  学安全 だより安全 だより安全だより

■
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
基
本
原
因
の「
人
的
要
因
」「
設
備
的
要
因
」「
作
業
・
環
境
的
要
因
」「
管
理
的

要
因
」
の
４
つ
の
Ｍ
と 

直
接
原
因
の
不
安
全
行
動
や
不
安
全
状
態
が
合
致
す
る
こ
と
に
よ
り
災
害
が

発
生
し
ま
す
。こ
の
４
つ
の
Ｍ
の
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
で
安
全
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ⅰ.

災
害
発
生
の
考
え
方

・ 

約
90
％
を
締
め
る「
人
的
要
因
」を
い
か
に
無
く
す
か
が
、

安
全
の
確
保
に
繋
が
り
ま
す
。

・ 「
設
備
的
要
因
」で
は
点
検
整
備
、「
管
理
的
要
因
」で
は
作

業
標
準
の
遵
守
が
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。

・ 

Ｊ
Ｋ
や
改
善
提
案
を
利
用
し
て
「
作
業
・
環
境
的
要
因
」

を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ.

災
害
発
生
を
防
ぐ
に
は

Ⅱ.

災
害
発
生

　  原
因

４つのＭ

人的要因
Man （マン）

不安全行動

人的要因である
人間の行動が原因

「不安全行動」＋「不安全状態」  ≒  80％
「不安全行動」　　　　 　　　 ≒  10％ 約 90％
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2020年下期 スタート

　2020年は新型コロナウイルスの蔓延により、世界的に経済悪化している。日本経済は更に鉄鋼不況も加わり、
極めて厳しい状況で推移している。現在先進国を中心に経済活動の再開が進みつつあることで景気の回復が期
待されているものの、まだコロナ禍の終息には至っておらず、先行きは依然不透明な状態が継続している。
　さて丸太運輸の上期実績は、大型工事完工による利益計上も、主要荷主取扱減にて売上、利益ともに大幅減
となり、経常利益：24百万（年計対比▲208百万）となりました。下期計画は、感染症第2波の燻りや経済停滞の
継続を鑑み、リーマンショックレベルの生産量として減益（前期対比▲282 百万）計画としたものの、①主要需要
先の受注が4～7月を底に回復傾向であること、②雇用調整助成金の最大取得、③残業圧縮･生産性向上によ
り、経常利益：50百万へ引き上げる見込みです。
　新しい生活様式他 最大限の感染症対策を含めて「管理の充実」を万全に、黒字達成に向けて全従業員一丸
となり取り組んでいきましょう。

“��������������������”�
～変わる､変える､意志の力～

全社
事業方針

1.

新たなステージへの確実な対応
～ 管理 ／ 利益 ／ 業務の革新 ～

管理の強化

（1）安全、品質、識別
（2）感染症対策
（3）投資の凍結（21上まで）

2. 利益の追求
（1) 損益分岐点の引下げ
　　（Pro-A､ Lgs-A）

（2)キャッシュアウト抑制

3. ワークスタイルの刷新
（1) 働き方改革
（2)リスクマネジメント
　  （BCP､ ハラスメント）

（単位：百万円）経常利益売上高

２０１8上 ２０１8下 ２０１9上 ２０１9下 ２０20上 ２０20下
（計画）

２０20下
（見通し）

419

657

270
259

24
50

▲258

10,067

10,986

10,007 9,683

7,631

7,268

①主要需要先　取扱増
②雇用調整助成金の最大取得
③残業圧縮･生産性向上

収益向上の内訳

安全推進部

■ 完全無災害へ向けた徹底指導の継続
　・愚直に安全活動の継続
　・全社安全教育体制の構築

■ 安全品質識別活動の活性化
　 →定期的な役員パトロールの継続

ロジスティクスエリア

■ 完全無災害、識別異常ゼロ化
■ 重点戦略の推進
　・輸送（陸送、船）、倉庫の最大活用の拡販
　・物流コントロール力の向上
　・君津鍛造事業の料金交渉
　・雇用調整休の最大取得

■ 静岡、関西、
　 関東拠点の
　 将来構想計画

プロダクションエリア

■ 完全無災害、ベース活動の継続
■ 重点戦略の推進
　・損益分岐点の引下げ（製鋼量 11万t／月、黒字化への
　　取組み）
　・標労単価の改定、工場契約単価の是正（変動制単価、
　　最低補償設定）
　・バキューム事業
　　工場外拡販への
　　取組み
　・雇用調整休の
　　最大取得

■ 沿岸荷役WG
　 （内製化取組み）

コンストラクションエリア

■ 災害／重大事故ゼロ災継続
■ 最適受注への情報収集、収益確保
　・シールド　中小口径 最大受注（付帯工事取込み）
　・エ ン ジ　既存顧客の関係深耕（特に王子エンジ）
　・東　 レ　大規模工事の利益最大化（一貫請負受注）

■ 労務コスト
　（社会保険料等）
　 料金交渉

■ 既存車両の最大活用
　・近郊プラント群への
　　営業拡販、案件確保
　・現有戦力での収益
　　最大化研究

事業開発部
・感染対策 ①飛沫飛散防止用間仕切増設　等
 ②第２波（冬季）への想定～対応
・競合店対策 ①新サービス投下
　　　　　　　 （朝風呂、モーニング）
 ②情報発信強化（ＳＮＳ最大活用）

・収益安定化 増産による需要喚起
・新規取組 蘇葉（ソヨウ）の試験栽培継続

管理統括部
・リスクマネジメント コロナウイルス感染防止の徹底
・働き方改革  柔軟な勤務形態
・全社サポート 帳簿類の電子化研究（事務作業削減）
・事 業 統 制  利益追求策の徹底主導
・内 部 統 制  契約書一元管理、保管文書電子化（法令対応） 
・デジタル化  ペーパーレス、社内Ｗｅｂ機能拡大
・海　　  外  大同Grタイ事業 最適受注と体制構築

エ
ン
ジ
ニ
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ル
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ノ
湯

植
物

工
場

丸 太 運 輸
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丸太グループ会社合同表彰式
定退式・創業106周年記念・感謝状

　
6
月
29
日（
月
）
本
社
5
Ｆ
に
て
、

定
年
退
職
者
感
謝
状
授
与
式
及
び
、

創
業
1
0
6
周
年
記
念
表
彰
式
そ
し

て
、
地
域
防
犯
へ
貢
献
し
た
社
員
へ

の
感
謝
状
授
与
式
が
合
同
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
延
期
と
な
っ
て
い
た
定
年
退
職
者

へ
の
感
謝
状
授
与
式
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

残
念
な
が
ら
遠
隔
地
に
在
籍
の
方
は

不
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

感
染
予
防
に
十
分
配
慮
し
、
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
髙
村
社
長
か
ら
定
年
退
職
者
4
名
、

記
念
表
彰
受
賞
代
表
者
1
名
、
感
謝

状
授
与
者
1
名
へ
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
日
頃
の
功
績
に
感
謝

の
お
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　「
今
日
は
6
名
の
方
に
表
彰
状
を
渡

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
た
方
、

そ
し
て
長
年
に
渡
り
社
に
貢
献
し
て

い
る
方
々
は
、
丸
太
運
輸
の
歴
史
を

刻
ん
で
頂
い
た
方
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
健
康
第
一
で
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
防
犯
に
貢
献
し
た
吉
田
君
。

正
義
感
を
持
っ
て
行
動
し
た
こ
と
は
、

会
社
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今

後
も
模
範
と
な
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
猛
威
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、

健
康
面
に
十
分
留
意
し
て
、
社
の
為

ご
尽
力
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。」

永年勤続表彰者（２１名）
勤続40年 （2名）
 エンジニアリング部 青山　俊之
 知多営業所 尾之内亮次

勤続35年 （2名）
 静岡センター 梶浦　芳令
 築地営業所 松尾亜矢子 

勤続30年 （8名）
 滝春分室 
 東海物流センター 
 知多営業所 
 知多営業所
　知多営業所
 星崎営業所
　星崎営業所 
 レンタルチーム 

勤続20年 （6名）
　総務チーム 
　物流管理チーム
　君津分室
　知多営業所
　知多営業所
　知多営業所

勤続10年 （2名）
 知多営業所
　知多営業所 

定年退職者

● 創業106周年記念 全表彰者

加藤　雅男
野間　　誠
吉原　　悟
比嘉　　毅
佐藤　寿一
樫山　博文
矢野　武雄
山田　直樹

高橋　陽介
傳田圭一郎
平野　葉子
井戸　康裕
杉浦　　淳
深谷　哲士

20年 ３月付
　星崎営業所
　関西物流センター
　知多営業所
20年 6月付
 出向 ブルーペッパー
　エンジニアリング部 
　東海物流センター 

岡村　吉浩
北村　佳代
辻　　明人

大島　敏久
村上　義樹
北田　正幸

竹内　博幸
緒方　稔晃

優良従業員表彰者
社長表彰
 滝春分室 川村　義和
ＧＭ表彰
 知多営業所 酒井　宏徳

地域防犯貢献　感謝状
 知多営業所 吉田　健翼
※令和2年5月21日器物損壊事件の犯人逮捕に
協力し東海警察署より感謝状を贈呈された

マルタアマゾン

■ 災害ゼロへの取組継続
■ 戦力最適化＆収益の向上
　・自車、Gr協力の配車領域拡大
　・積載向上策（バー／コイル積合せ）による不採算改善
　・雇用調整休の最大取得

■ 経済好転期を見据えた戦力体制整備
　・バーター関係
　　維持（優先配
　　車と連携強化）
　・諸口営業案件
　　の情報収集、
　　拡販強化

ブルーペッパー

■ 完全無事故、無災害職場の確立
■ 物流最適化＆収益の向上
　・拠点所管車のグローバル配車（遊休車輌の撲滅）
　・多能工化推進（王鉄積込み班員の地場配達）
　・雇用調整休の最大取得

■ 経済好転期を見据えた戦力体制整備

■ 完全無災害３1６ヶ月継続（２０年１２末）の必達
■ 事業基盤の強化
　・ベース単価料金改定、最低補償設定
　・多能工化推進（配車業務 事務→技能系へ業務移管）

■ 重点項目の推進
　・大同セツへの留学継続（出向契約）
　・雇用調整休の最大取得

■ 新規事業の調査、研究

マルタパワーズ

■ 過去教訓の徹底遵守
　・災害ゼロ、異材ゼロへの活動継続（パトロール強化）

■ 重点項目の推進
　・輸送JV統括（東海地区での主導権）
　・不具合単価是正（値上げ活動／協力会社への還元）
　・作業別収支管理導入（新組織体制への楔）
　・雇用調整休の
　　最大取得

■ ダンプ事業の一元
　 化へ調査、研究　

■ 休業災害ゼロ９,４３１日継続（２０年１２月末）の必達
■ 売上拡大
　・個人新規獲得、Gr 所課 PR拡大
　・知多、星崎構内の専任整備士配置継続
　・「上物架装部」「定期交換部品（特にエアコン）」の拡販

■ 営業力、サービス力の向上
　・「特定整備」認証 
　　取得準備（法改正
　　対応）

■ 安全・衛生管理の徹底
■ 環境変化への対応
　・玉ノ湯 競合店差別化　
　・派遣 雇用維持（再就先の確保）

■ 管理体制の充実
　・関連法令への対応
　　①高年齢雇用安定法　②有期雇用労働法

群馬丸太運輸

丸太自動車整備M.ニューコン

2020年下期 スタート“��������������������”�
～変わる､変える､意志の力～
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2020

丸太グループ会社合同表彰式
定退式・創業106周年記念・感謝状

　
6
月
29
日（
月
）
本
社
5
Ｆ
に
て
、

定
年
退
職
者
感
謝
状
授
与
式
及
び
、

創
業
1
0
6
周
年
記
念
表
彰
式
そ
し

て
、
地
域
防
犯
へ
貢
献
し
た
社
員
へ

の
感
謝
状
授
与
式
が
合
同
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
延
期
と
な
っ
て
い
た
定
年
退
職
者

へ
の
感
謝
状
授
与
式
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

残
念
な
が
ら
遠
隔
地
に
在
籍
の
方
は

不
参
加
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

感
染
予
防
に
十
分
配
慮
し
、
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
髙
村
社
長
か
ら
定
年
退
職
者
4
名
、

記
念
表
彰
受
賞
代
表
者
1
名
、
感
謝

状
授
与
者
1
名
へ
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
日
頃
の
功
績
に
感
謝

の
お
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　「
今
日
は
6
名
の
方
に
表
彰
状
を
渡

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
た
方
、

そ
し
て
長
年
に
渡
り
社
に
貢
献
し
て

い
る
方
々
は
、
丸
太
運
輸
の
歴
史
を

刻
ん
で
頂
い
た
方
だ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
健
康
第
一
で
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
防
犯
に
貢
献
し
た
吉
田
君
。

正
義
感
を
持
っ
て
行
動
し
た
こ
と
は
、

会
社
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今

後
も
模
範
と
な
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
猛
威
は
ま
だ
続
き
ま
す
が
、

健
康
面
に
十
分
留
意
し
て
、
社
の
為

ご
尽
力
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。」

永年勤続表彰者（２１名）
勤続40年 （2名）
 エンジニアリング部 青山　俊之
 知多営業所 尾之内亮次

勤続35年 （2名）
 静岡センター 梶浦　芳令
 築地営業所 松尾亜矢子 

勤続30年 （8名）
 滝春分室 
 東海物流センター 
 知多営業所 
 知多営業所
　知多営業所
 星崎営業所
　星崎営業所 
 レンタルチーム 

勤続20年 （6名）
　総務チーム 
　物流管理チーム
　君津分室
　知多営業所
　知多営業所
　知多営業所

勤続10年 （2名）
 知多営業所
　知多営業所 

定年退職者

● 創業106周年記念 全表彰者

加藤　雅男
野間　　誠
吉原　　悟
比嘉　　毅
佐藤　寿一
樫山　博文
矢野　武雄
山田　直樹

高橋　陽介
傳田圭一郎
平野　葉子
井戸　康裕
杉浦　　淳
深谷　哲士

20年 ３月付
　星崎営業所
　関西物流センター
　知多営業所
20年 6月付
 出向 ブルーペッパー
　エンジニアリング部 
　東海物流センター 

岡村　吉浩
北村　佳代
辻　　明人

大島　敏久
村上　義樹
北田　正幸

竹内　博幸
緒方　稔晃

優良従業員表彰者
社長表彰
 滝春分室 川村　義和
ＧＭ表彰
 知多営業所 酒井　宏徳

地域防犯貢献　感謝状
 知多営業所 吉田　健翼
※令和2年5月21日器物損壊事件の犯人逮捕に
協力し東海警察署より感謝状を贈呈された

マルタアマゾン

■ 災害ゼロへの取組継続
■ 戦力最適化＆収益の向上
　・自車、Gr協力の配車領域拡大
　・積載向上策（バー／コイル積合せ）による不採算改善
　・雇用調整休の最大取得

■ 経済好転期を見据えた戦力体制整備
　・バーター関係
　　維持（優先配
　　車と連携強化）
　・諸口営業案件
　　の情報収集、
　　拡販強化

ブルーペッパー

■ 完全無事故、無災害職場の確立
■ 物流最適化＆収益の向上
　・拠点所管車のグローバル配車（遊休車輌の撲滅）
　・多能工化推進（王鉄積込み班員の地場配達）
　・雇用調整休の最大取得

■ 経済好転期を見据えた戦力体制整備

■ 完全無災害３1６ヶ月継続（２０年１２末）の必達
■ 事業基盤の強化
　・ベース単価料金改定、最低補償設定
　・多能工化推進（配車業務 事務→技能系へ業務移管）

■ 重点項目の推進
　・大同セツへの留学継続（出向契約）
　・雇用調整休の最大取得

■ 新規事業の調査、研究

マルタパワーズ

■ 過去教訓の徹底遵守
　・災害ゼロ、異材ゼロへの活動継続（パトロール強化）

■ 重点項目の推進
　・輸送JV統括（東海地区での主導権）
　・不具合単価是正（値上げ活動／協力会社への還元）
　・作業別収支管理導入（新組織体制への楔）
　・雇用調整休の
　　最大取得

■ ダンプ事業の一元
　 化へ調査、研究　

■ 休業災害ゼロ９,４３１日継続（２０年１２月末）の必達
■ 売上拡大
　・個人新規獲得、Gr 所課 PR拡大
　・知多、星崎構内の専任整備士配置継続
　・「上物架装部」「定期交換部品（特にエアコン）」の拡販

■ 営業力、サービス力の向上
　・「特定整備」認証 
　　取得準備（法改正
　　対応）

■ 安全・衛生管理の徹底
■ 環境変化への対応
　・玉ノ湯 競合店差別化　
　・派遣 雇用維持（再就先の確保）

■ 管理体制の充実
　・関連法令への対応
　　①高年齢雇用安定法　②有期雇用労働法

群馬丸太運輸

丸太自動車整備M.ニューコン
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ご
安
全
に
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

広
が
り
、
誰
も
が
不
安
な
気
持
ち
で
過

ご
し
た
４
月
。突
然
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム

を
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し

ま
し
た
か
？

　
と
あ
る
日
…
　

　
身
近
な
生
地
を
素
材
に
し
、
遊
び
心

を
し
の
ば
せ
、
お
し
ゃ
れ
に
マ
ス
ク
を

着
け
た
方
と
す
れ
違
い
ま
し
た
。 

　
マ
ス
ク
不
足
が
続
き
、
ア
ベ
ノ
マ
ス

ク
も
不
評
の
中
、
そ
れ
な
ら
手
作
り
し

よ
う
！
と
愛
着
の
あ
る
丸
太
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
リ
メ
イ
ク
で
『
マ
ス
ク
』

に
大
変
身
さ
せ
た
そ
う
で
す
。

　
家
族
で
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ
し
、
ラ
イ

ン
や
ロ
ゴ
を
プ
ラ
ス
し
な
が
ら
創
り

上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
す
。慣
れ
親
し

ん
だ
生
地
で
、
心
が
和
み
、
見
て
い
る

だ
け
で
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
私
は
見
た
瞬
間
に
マ
ス
ク
の
奥
で

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感

染
拡
大
で
疲
弊

し
た
り
、
た
だ

受
け
身
で
い
る

の
で
は
な
く
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
家
族
で
楽

し
み
な
が
ら
『
お
家
時
間
』
を
充
実
さ

せ
て
い
た
こ
と
に
何
よ
り
と
て
も
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
、
戸

惑
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
、
今
を
楽
し
む
人
の
姿
は
周
り
を

も
明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
事
、
笑
う
事
で
自

己
免
疫
力
も
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す
る
そ

う
で
す
。

　
ど
う
過
ご
す
か
は
自
分
次
第
！
　

自
分
な
り
の
楽
し
み
方
で
今
を
大
切

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
ち
ら
の
紳
士
、
5
月
に
め
で
た
く

還
暦
を
迎
え
ら
れ
、
ご
家
族
か
ら
特
注

バ
ー
ス
デ
イ
ケ
ー
キ
と
キ
ャ
メ
ロ
ン

の
パ
タ
ー
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
す

　
こ
の
上
な

い
幸
せ
な
お

祝
い
を
し
て

も
ら
い
、
毎

朝
5
時
起
き

の
散
歩
が
日

課
と
な
っ
た
今
、
シ
ャ
ド
ー
ゴ
ル
フ
で

イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が

ら
、
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

（
2
0
2
0
年
5
月
現
在
）

ステイホーム  ニュー
ス

S T A Y
H O M E
n e w s

episode
2
丸
太
愛
は
∞
無
限
大
∞

！！

定年退職
岡村　吉浩
北村　佳代
辻　　明人
大島　敏久
村上　義樹
北田　正幸

（星崎営業所）
（関西物流センター）
（知多営業所）
（出向　ブルーペッパー）
（エンジニアリング部）
（東海物流センター）

2020 年 3月付
　　　　 〃
　　　　 〃
2020 年 6月付
　　　　 〃
　　　　 〃

資格取得者
小野　弘二
村上　雄飛
田島　和広
羽田野博子
渡邉　徹大
森本　翔也
岡田　大地
大岩　修哉
久野　　保
田島　和広
早川　直毅
山北　隆輝
山口　雅貴
日髙　怜也

（滝春分室）
（知多営業所）
（知多営業所）
（知多営業所）
（知多営業所）
（関西物流センター）
（知多営業所）
（知多営業所）
（知多営業所）
（知多営業所）
（エンジニアリング部）
（知多営業所）
（知多営業所）
（知多営業所）

クレーンデリック運転士
小型移動式クレーン
大型運転免許
第一種衛生管理者
クレーンデリック運転士
クレーンデリック運転士（クレーン限定）
車輌系建設機械運転技能者
クレーンデリック運転士
車輌系建設機械運転技能者
車輌系建設機械運転技能者
大型特殊運転免許
クレーンデリック運転士
クレーンデリック運転士
クレーンデリック運転士

大
西

　春
気
さ
ん

長
男
：
虎
徹
く
ん

大
倉

　圭
貴
さ
ん

長
女
：
実
莉
ち
ゃ
ん

大
倉

　圭
貴
さ
ん

次
女
：
実
桜
ち
ゃ
ん

田
中
裕
太
郎
さ
ん

長
男
：
響
人
く
ん

ご出産
1３月31日
1３月31日
1６月 ６日
６月 ７日
７月 ７日

大倉　圭貴

大西　春気
清水　美紀
田中裕太郎

（知多営業所）

（知多営業所）
（出向 M.ニューコン）
（知多営業所）

長女：実桜（みら）
次女：実莉（みり）
長男：虎徹（こてつ）
次女：麻伶（まれい）
長男：響人（ひびと）

　
丸
太
グ
ル
ー
プ
の
安
全
意

識
高
揚
を
図
る
た
め
、
4
月
よ

り
公
募
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
安

全
標
語
が
決
定
し
ま
し
た
！

　
各
所
・
チ
ー
ム
か
ら
計

4
3
3
件
も
の
作
品
が
提
出

さ
れ
、
厳
正
な
審
査
を
経
て
、

11
点
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。 

今
年
度
の
入
選
作
品
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。 

入
選
さ

れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
ご
ざ
い

ま
す
　  

　
な
お
、
１
席
・
２
席
の
3
作

品
は
各
職
場
に
掲
示
さ
れ
ま

す
。 

よ
り
一
層
の
安
全
活
動
の

促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う

ブルーペッパー

近藤  久実

2
0
2
0
年
度

安
全
標
語

貴
方
が
ル
ー
ル
を
守
っ
た
ら
、

　
　
　
　
　ル
ー
ル
が
貴
方
を
守
り
ま
す
！

名
古
屋
営
業
チ
ー
ム

　魚
住  

千
佳
子

１ 席

！！

！！

み
ん
な
で
決
め
た
職
場
の
ル
ー
ル   

続
け
る
努
力
で
ゼ
ロ
災
職
場

静
岡
セ
ン
タ
ー

　梶
浦  

芳
令

3席

気
付
い
た
危
険
は
即
改
善   

一
人
の
気
付
き
が
仲
間
を
救
う

マ
ル
タ
パ
ワ
ー
ズ
岐
阜 

藤
井  

　久

3席

小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
は
大
き
な
経
験   

必
ず
活
か
し
て
ゼ
ロ
災
職
場

レ
ン
タ
ル
チ
ー
ム 

村
田  

恵
利
加

3席

安
全
に
近
道
な
し   

地
道
な
活
動
で
つ
く
る
無
災
害
職
場

東
京
支
店 

柴
田  

大
樹

佳作

安
全
は   

一
で
確
認   
二
に
確
認   

三
で
見
直
せ   

今
一
度

名
古
屋
物
流
セ
ン
タ
ー

　落
合  

浩
次

佳作

意
識
の
改
革   

手
順
の
見
直
し   
全
員
参
加
で   

勝
ち
取
る
「
安
全
」

丸
太
自
動
車
整
備
㈱

　佐
藤   

一
希

佳作

焦
る
気
持
ち
に
潜
む
危
険   

急
が
ず   
慌
て
ず   

無
理
を
せ
ず

星
崎
営
業
所

　近
藤 

　

 

亮

佳作

今
の
作
業
に
リ
ス
ク
は
な
い
か
？
疑
う
心
が
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ   

み
ん
な
で
作
る
安
全
作
業

静
岡
セ
ン
タ
ー

　永
井  

丈
和

佳作

ナ
メ
る
な
！   

慣
れ
る
な
！   

手
を
抜
く
な
！   

基
本
作
業
を
大
切
に

レ
ン
タ
ル
チ
ー
ム 

三
嶋   

　貴

２席

育
て
よ
う   

危
険
に
対
す
る
感
受
性   

広
げ
よ
う
一
人
一
人
の
安
全
意
識

マ
ル
タ
パ
ワ
ー
ズ
名
港 

今
井  

健
司

２席

ー 9ーー 10 ー


